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令和６年度入学式  

 

待ち望んだ桜が満開となり、本日の新入生を祝福しています。このよき日に、PTA 会長河村 

洋介（かわむら ようすけ）様をご来賓の代表としてご臨席のもと令和６年度の入学式を挙行できま

すこと、関係の皆様に心から感謝と御礼を申し上げます。新入生の皆さん、入学おめでとうござい

ます。皆さんをこうして迎えること、とても楽しみにしていました。皆さんと無事に今日を迎えられたこと

をうれしく思います。 

 

はじめに質問をします。皆さんから見て、中学生が大人ですか？子どもですか？答えはいろいろ

ですね。中学生のこの時期は、時には大人の扱いをされたり、子ども扱いをされたりします。このよう

な、子どもから大人へと移行していく今の時期を「思春期」と呼ばれています。本日中学校に入学

し、大人に一歩近づきました。中学校は大人になるための準備をするところ、そのために力をつける

所でもあります。「大人になる」って、どういうことだと考えますか。いろいろな答えがありますが、「自

分で決めて、自分で行動することができるようになる」ことは、そのひとつです。 

本校の学校の教育目標は「共に自立をめざす生徒」です。「自立する」とは、まさに「自分で考

え、自分の意志で行動することができるようになる」ことです。東長良中学校の３年間を通して、ど

んな自分になりたいかを考え、目標とする進路を決めます。決めたら、それに向かって努力をします。

中学校でそんな力をつけてほしいと願っています。 

 さて、本校では次のふたつを大切にしていきます。一つ目は、「互いに助け合うこと」「人の気持ち

がわかること」「人のよいところを認め合うこと」「互いの違いを受け入れること」を大切にする東長良

中学校のHEROプロジェクトです。もうひとつは、小集団による学び合いの学習です。ただ先生の

話を聞いて、自分の考えを発言するだけでなく、グループ内で自分の考えを出し、新たな仲間と一

緒に深めていく学び合いです。これらの活動を通して、これから皆さんの心と体が大きく成長するこ

とを楽しみにしています。 

 

最後に、保護者の皆さま、改めてご入学のお慶びを申し上げます。大切に育てていただいたお

子様を本日からお預かりいたしました。すべてのお子さんが胸を張って卒業できるよう、職員一同懸

命に取り組んでまいります。どんなことでも構いません。お気軽に、学校へご質問やご意見を遠慮

なく、おっしゃってください。それでは、本日入学した皆さんにとって、これからの３年間がかけがえの

ない学校生活となることを願い、私の式辞といたします。 


